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はじめに 
 

 私たちは様々な出自や個性をもった人々がその多様性を活かしつつ共に暮ら

す『共生社会』に生きています。でも、これは今に始まったことではありませ

ん。 

 例えば、子供たちが楽しみにしている年中行事。お正月のお年玉、バレンタ

インデー、ひな祭り、端午の節句、七夕、盆踊り、お月見、ハロウィン、クリ

スマス、大晦日の除夜の鐘。この中でお年玉と盆踊りは日本生まれの風習のよ

うですが、他はすべて日本以外の国に起源をもつと言われています。しかも、

バレンタインデーに大好きな人にチョコレートを贈ったり、端午の節句には大

空に鯉のぼりをあげたり、ハロウィンを何でもありの仮装大会にしてしまった

りと、日本独自のユニークなアレンジを加えて私たちの文化の中に定着させて

きました。 

 国際化が加速する現在、幼児教育施設に通う外国籍の子供も増加しています。

愛知県内の幼児教育施設のうち、実に８割近くの施設に外国籍等の子供が在籍

していることが、本協議会で行った調査で明らかになりました。ベトナム語や

ポルトガル語を始め、10 を超える言語を母語とする国や地域で生まれた子供た

ちです。 

 日本の文化圏で生まれた子供たちと、それとは異なる文化圏で生まれた子供

たちが、共に遊び、共に学ぶ世界がどんどん広がっています。その中で暮らす

子供たちは、これからどんな新しい文化を創っていってくれるのでしょうか。

異なった文化や風習が混ざり合い溶け合って、今を生きる私たちには想像もつ

かないような素敵な文化が、これからの未来社会にきっと生まれてくることで

しょう。 

 子供たちのもつ多様性を伸ばし合い、お互いに豊かな影響を与えるような、

そんな幼児教育を提供するための一助としてこの事例集を活用していただける

ことを、委員一同、心より願ってやみません。 

 

令和８年３月 

                       愛知県幼児教育研究協議会 

会長 山口 雅史 
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本事例集の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＊本事例集において、外国籍等の子供とは、国籍に関わらず、父・母のいずれか、 

又は、両方が外国にルーツをもっている子供のことを指します。 

◎令和６年度愛知県幼児教育研究協議会において、今 

年度と同様の協議題のもとに、本事例集につながる 

調査や研究を実施し、リーフレットにまとめていま 

す。こちらも、是非ご活用ください。 

 

＊令和６年度作成 

リーフレット 
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